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「Ⅰ エンパワメントの土台‐The Brownies’ Book」では、1920 年代のハーレム・ルネッサン
ス期に全米黒人地位向上協会から発行された子ども向けの月刊誌 The Brownies’ Book（1920-21）
が読者としてのアフリカン・アメリカンの子どもを「可視化」し、アフリカや西インド諸島の文
化を紹介してルーツの「受容」を促し、モダニズムの影響を受けた挿絵や表紙絵により、アフリ
カやヨーロッパとの「連接」を明示して、エンパワメントを包含し、編集長で黒人知識人の W. E. 







じる。「2. 抑圧への異議申し立て」では、Mildred Taylor の Logan Saga から、人種差別の不条









Popo and Fifina（Hughes & Bontemps, 1932）に西インド諸島への志向を見出し、「ⅱ. アフリ
カへの憧憬」では、逃亡奴隷のアレゴリーである民話“All the God’s Chillun Had Wings”につい
て、子ども向けに再話されるときにアフリカへの憧憬という点が焦点化され、飛び去る者にも語
り継ぐ者にも同じ敬意が払われていることを指摘する。 
「2. 家族史の受容」では、「ⅰ. 正の受容」で M. C. Higgins, the Great（Hamilton, 1974）を
分析し、自己中心的な価値観で生きていた少年 M.C.が今の場所で生きていこうと心を決めるとき
に、逃亡奴隷だった先祖の過去がその決心を象徴的に援助することを指摘する。「ⅱ. 負の受容」




もがアフリカン・アメリカンになるという神話的ファンタジーThe Magical Adventures of 
Pretty Pearl（Hamilton, 1984）を取り上げ、プロットそのものにルーツの肯定があり、主人公
の Pearl が新しい神話の語り部になることの大きな意味を明らかにする。「ⅱ. 南部への回帰」で






（奴隷の逃亡を幇助する人種を越えた秘密組織）に関与した実在の逃亡奴隷 Harriet Tubman の
2 つの評伝を比較し、現代のアフリカン・アメリカン作家の語りにおいては、個人的な偉人性よ
りも彼女を活かすネットワークが重視されることを指摘する。「ⅱ. 『地下鉄道』がつなぐ過去と










した元奴隷の物語として Second Daughter（Walter, 1996）を分析する。「ⅱ. ポエトリー・リー
ディングの力」では、現代のヒップホップ文化に依拠したラップや詩作を通じて相互理解を深め

















































なお、今回の論文は 2014 年 10 月 16 日に受理された論文「アフリカン・アメリカン児童文
学論―移動・文化・プラットホーム―」を審査委員会の意見をもとに加筆・修正したものであ
る。修正により、題目が「アフリカン・アメリカン児童文学におけるエンパワメント－可視化、
受容、連接－」に変更されたが、アフリカン・アメリカン児童文学が読者に力を与える働きに
ついて論じる基本的姿勢に変わりはない。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（文学）の授与に値するものと認めた。 
